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を大学の応用基礎レベル教材

高校データサイエンス実践講義 にアレンジ

2025年度関東ブロック第2回ワークショップ
「データサイエンス・AI教育の高大連携」



名古屋大学敷地内にある

国立で全国唯一の併設型中高一貫校です

名古屋大学教育学部附属中・高等学校



課題研究 STEAM⁺
目的

方法

インターディシプリナリーに課題を捉え、
社会へのつながりを考えて解決へ導く力を養う

16講座少人数ゼミ

◼ 個人テーマで探究（共同・グループ可）

◼ 報告会

多領域合同報告会

様々な異分野に
助言や質問

データサイエンス アカデミックライティング

量的分析 質的分析

全ての生徒が客観的に定量評価する視点を持つことを目指す

2-3年生合同

1年生1年生

DSとSTEAM⁺の位置づけ



数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム 2024年2月改定

大学の応用基礎レベル教材をリテラシーレベルにアレンジ



⚫ グラフ化

⚫ 相関分析

⚫ 回帰分析

⚫ 平均の差の検定

⚫ 適合度検定

⚫ 独立性の検定

STEAM⁺で使いそうな基本的な分析

？

A．理論・概念を理解

B．実際に統計処理を行う
理論 演習

初年度 A → B

   2年目  B → A

      3年目  ? → ?

DS授業構成の変遷



B

A

B

A

B

A

3年目以降のDSは、

a．使う場面と方法だけ理解

B．実際に統計処理を行う

A．理論・概念を詳しく理解

トピックごとにできる限り細かく何度か繰り返す。

DS授業構成の変遷



年間３つのフェーズで構成

Ⅱ．方法の選択

Ⅲ．データの取得と整理

演習

ポスター・レポート

PBL

Ⅰ．方法と結果の解釈

DS年間プログラム



カリキュラム

回 内 容

1

理論

基礎 データの種類・構造

2 基礎 統計図表・代表値

3 基礎 散布度

4

実践

演習 相関関係

5 基礎 回帰分析・時系列分析

6 基礎 仮説検定

7 演習 t 検定

8 基礎 クロス集計表・適合度検定

9 応用 データ収集・正規分布

10 応用 統計ポスター作成

夏 応用 統計ポスター作成・提出

11 基礎 レポート作成時の注意

12 基礎 分析・レポート作成

13 応用 分析・レポート作成２回目

14 応用 分析・レポート完成・まとめ



授業で使用するデータセット



相関分析



相関分析（協同の様子）

関係なかったわー！
ちょっとあったんだよ、『ちくわ』と『きゅうり』に相関関係が！
でも関係なかった、、、

うちさぁ、大体、『ちくわ』に『きゅうり』を刺して食べるのね。
だから、ワンチャン『ちくわ』に刺すもので関係あるんじゃないかと
思って、調べたんだけど、、、



回帰分析



ｔ検定



正規分布



信頼区間



果物の国内収穫量減少の
原因は３ つあると考察した。

果物農家の減少
輸入果物の需要UP⤴
地球温暖化の影響

それぞれの考察について
データから真相を探る‼

例年、 みかんといちご
で全体の収穫量の6割
近く を占める！

国内での果物の収穫量は

1 9 7 9年の6 7 5万ト ンを
ピークに年々減少。

2 0 2 1年は2 2 6万ト ンで
約1 / 3になっている。

～統計でみる果物の現在と未来～

2 0 1 0年から順に、

農業従事者の高齢者(6 5歳
以上)割合は

全体の4 3％→6 1％→6 9％
と増えている。

一方、 1 5～3 9歳の世代は、
1 5％→5％→4％と

減っている。

農家の
少子高齢化を
背景に

栽培農家数も
栽培面積も

減少している。

2 0 2 1年は、 果物の中で1 0 0 g当たり

約2 6円のバナナが最も安い。
最も高い約1 5 3円のいちごは
バナナの5 .8倍の値段。

いちごやぶどう 、 日本なしの

価格の上昇に対し 、
輸入果物のバナナやオレンジは

低価格で安定している。

1 9 9 4年に果実の輸入量が国内生産量を上回る

→その背景には果物価格の上昇

輸入果物(バナナやオレンジ )は
低価格で安定しているため、
近年は国産果物より も需要が

高まりつつある。

原因1 :果物農家の減少

価格の安いバナナや
りんご、 みかんの購入数が
5 0%以上を占めている。

原因３ :地球温暖化の影響
1 9 7 3年～2 0 2 1年までの平均気温偏差(＊)と
それぞれの果物の出荷率の相関関係を調べた。
（ r： 相関係数、 p： 有意確率、 有意水準： 5％未満、

*p<0 .0 5 ,* *p<0 .0 1 ,***p<0 .0 0 1 )

り んご、 桃、 日本なし→負の相関
みかん、 ぶどう はp値が5％以上→相関不明

(＊)平均気温偏差は各年の平均気温の基準値からの偏差を示す。  基準値は
1 9 9 1〜2 0 2 0年の3 0年平均値。

近年平均気温偏差は上昇傾向
→平年より も平均気温が高い年

が増えている。

負の相関がある
＝平年より気温が高い(平均気温の正偏

差が大きい)程、 出荷率が低い
＝平年より気温が低い(平均気温の負偏

差が大きい)程、 出荷率が高い

まとめ
データから、 国産果物の収穫量減少の原因
は、 高齢化に伴う 果物農家の減少、 輸入果
物の需要の高まり 、 また一部の果物は地球
温暖化による出荷率の低下などいく つかの
原因が絡まりあっていることがわかった。
現在、 果物の国内自給率が減っている一方
で、 輸入果物の消費が増えている。 国産の
りんごや桃、 梨などは品質の良さから海外
でも人気なため、 これらは経済資源でもあ
ると思う 。 今回調べたかぎりでは、 果物生
産減少の原因は地球温暖化によるという よ
り も農家数の減少による国内自給率の低下
が大きいと思う 。 しかし地球温暖化の影響
を受けていないと言い切ることもできない。
これからも国内で果物生産を続けていく に
は、 若者が一次産業に携わる機会を増やし 、
農業者数を保っていく ことや地球温暖化に
よる被害を最小限にするための品種改良へ
の取り組みを行う こと 、 また根本的に少子
高齢化や地球温暖化などを止める方法を考
え、 取り組む必要があると思う 。

農林水産省『 作物統計調査 作況調査(果樹)確報 令和3年産果樹生産出荷統計』

農林水産省『 農林業センサス累年統計－農業編ー果樹類の栽培農家数と栽培面積』

農林水産省『 農林業センサス 果樹部門－販売目的の果樹栽培面積規模別統計
年齢階層別の基幹的農業従事者数（ 仕事が主で、 主に自営農業に従事した世帯員数） 』

農林水産省『 食料需給表 国内生産量、 輸入量』

総務省『 家計調査 ＜品目分類＞1世帯当たり年間の支出金額， 購入数量及び平均価格』

国土交通省気象庁『 日本の年平均気温偏差』

農林水産省『 作物統計調査 作況調査(果樹) 品目別結果樹面積、 収穫量及び出荷量累年統計』

原因2 :輸入果物の需要UP⤴

第６部（高校生以上の部）

愛知県金賞作品

PC統計グラフの部（小学生以上）

愛知県金賞・全国特選作品

統計ポスターの作成



※執筆協力 名古屋大学大学院教育発達科学研究科 石井秀宗教授
※監修 名古屋大学数理・データ科学・人工知能教育研究センター

オリジナルテキストの作成



ご興味ある先生は下記へご連絡お願いします

都丸：tomaru.kiwa.f3@f.mail.nagoya-u.ac.jp



STEAM⁺論文における統計処理の数
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理系領域 文系領域 芸術領域

統計処理を用いている

表・グラフを用いている

先行研究に統計処理がある

83％



名古屋大学教育学部附属中・高等学校

ご清聴ありがとうございました
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